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東京女子医科大学　女性医師・研究者支援センター

＊申込方法、振込方法、免税措置（企業等法人、個人）など、寄付に関する詳細につきましては、
  下記までお問い合わせくださいますようお願い申し上げます。

対　象

目標額

目　的

個人：1口2万円（多数のご支援をいただけますと幸いです。）
法人：1口の金額を特に定めておりません

3億円

女性医師・研究者支援事業のための経費

募集要項

女性医師・研究者支援基金につきまして、多大なるご支援、ご協力を賜りましたことを心より感謝申し上

げます。これからの社会において多くの女性医療者たちが活躍できるよう、深いご理解とご関心をお寄せ

くださる皆様から賜りましたご芳志に深謝するとともに重ねて心からお礼申し上げます。

多くの指導的立場となる優れた女性医師・研究者を育成し、価値ある業績を積み重ね、将来の日本の医

（平成25年3月末現在）ご寄付合計金額 39,660,000円
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女性医師・研究者支援基金
S u p p o r t  C e n t e r  f o r  Wo m e n  H e a l t h  C a r e  P r o f e s s i o n a l s  a n d  R e s e a r c h e r s

女性医師の診療継続および女性研究者の研究活動を支援し、
子育てなどのライフイベントと診療・教育・研究を両立しつつ、

キャリア形成を継続できる環境を整備します。



女性医師・研究者支援センター 副センター長 

女性医師・研究者支援センター 副センター長 

女性医師・研究者支援センター センター長 

近年、女性医師の増加に伴い全国的に男女共同参画の活動が進み、女性医師の活躍がいっ

そう注目されるようになってまいりました。また、広く一般社会においても、少子高齢化社会

の中で女性が果たす役割はより大きくなりつつあります。このように、女性への期待感が高ま

る現代において、仕事と家庭の両立のために、保育支援、勤務形態の多様性（短時間勤務や

ワークシェア）、職場の意識改革、自己の意識改革、キャリア支援、キャリア教育などの重要

性がクローズアップされ、一般企業においては女性の登用は企業戦略であるということが

マスメディアで取り上げられる機会も増えました。

本学は、医学・医療の分野において、全国に先駆けて様々な試みを積極的に取り入れ、特に

、女性医師・研究者支援センターは仕事と育児を両立しながらキャリアを継続するための支

援を多角的に行い、多くの女性医師を支えてまいりました。本学はこれからも、時代に応じ

たニーズに柔軟に対応しつつ諸先輩方が築きあげてこられた医師としての基本的な姿勢や

伝統を守りながら、多くの女性医師を育成していきたいと考えています。今後とも温かいご

支援、ご協力をどうぞよろしくお願い申し上げます。

副所長・教授 檜垣祐子
女性生涯健康センター

所長・教授 斎藤加代子
遺伝子医療センター

准教授 竹宮 孝子
総合研究所

東京女子医科大学 男女共同参画推進局 女性医師・研究者支援センターが発

足して５年目を迎えました。当センターは、ふたつの事業を行っております。

ひとつは多様な勤務形態の整備による女性医師・女性研究者のキャリア形成

支援、もうひとつは子育て支援です。「高い知識・技能と病者を癒す心を持っ

た医療人の育成を通じて、精神的・経済的に自立し社会に貢献する女性を輩

出すること」という本学の建学の精神に沿って、さまざまなライフイベントと

研究・診療の両立実施が可能な体制を構築し、困難に直面する女性医師に研

究の遂行や診療の継続を可能とするシステム形成を行っております。

女性医師・女性研究者のキャリア形成支援としては、女性医師・研究者支援制

度（育児・介護時期の支援として、短時間勤務制度の適用と研究費の支給）や

優れた女性医学研究者への研究奨励としての「佐竹高子女性医学研究者研

究奨励金」、「宮原敏基金」および女性医師研究者の勤務継続支援としての短

時間勤務制度を運用しています。支援対象者への研究資金は、平成18-20年

度までは文科省科学技術振興調整費を、平成21年度からは卒業生、学生のご

父母の皆様、教職員からの寄付による「女性医師研究者支援基金」にて措置し

ています。平成24年度までに延べ24名が支援を受け、育児中の女性研究者がキャリアを中断することなく、最大3年間の支援期間中に

論文14件、学会発表29件と、確実に業績を残すことが出来ています。

子育て支援としては、本学は平成５年から附属保育所において、行政サービスでの対応が不十分な保育支援（待機児・延長・夜間・休日）

を開始しておりました。そこに、平成18-20年度の文部科学省科学技術振興調整費「保育とワークシェアによる女性医学研究者支援」事

業のひとつとして病児保育の体制を強化して保育支援を開始しました。さらに柔軟な支援に向けて、平成21年度より文部科学省「周産

期医療環境整備事業（人材養成環境整備）」の「男女共同参画型NICU人材養成プログラム－地域とささえあう周産期医療－」にて、本学

独自の特色ある体制として「女子医大ファミリーサポート」を構築しました。ファミリーサポートでは、施設型保育では対応が困難な各人

のニーズに合わせた個別保育や、行政サービスの隙間を埋めるオーダーメイド保育支援を実施しております。本サービスの提供開始の

平成23年度に362件、平成24年度には1,722件と増加傾向であります。

これらの支援策の充実によって、厳しい時期にも医学研究、医療を継続するという女性医師自身と周囲の意識改革の進展という効果が

出てきていると思います。本学における女性医師・研究者の支援体制をさらに発展させ、指導的立場となる有能な人材がキャリア形成

を中断することがないような体制を整備していくこと、さらに他の大学や病院における育児支援と女性医師・研究者支援のモデルとなる

体制の構築を目指して、男女共同参画推進局 女性医師・研究者支援センターが尽力しております。引き続き、皆様の温かいご支援をお

願い申し上げます。

本事業をご支援くださっている皆様、特に男女共同参画推進局スタッフ、院内保育所の皆様、ファミリーサポートの皆様に心から感謝申

し上げます。

女性医師の割合は、現在若い世代では、30％台を占め、これからの医療を女性医師が相当

程度担うことになります。その一方で、若い世代の女性医師が高率に離職し、大学病院を去

っているのも現実です。離職理由はさまざまですが、多くの場合、直接的な理由は妊娠・出

産、育児であることが種々の調査からも裏付けられています。

女性医師の離職の背景には、女性の価値観が多様化し、仕事、家庭人、趣味、など複数の方

向性があり、必ずしも仕事が優先されないことや、わが国には伝統的性別役割分担意識が

根強く、たとえ医師という特別な資格を持っていても、女性が家庭にとどまることを社会が

容認しやすいことがあります。また、過重労働・長時間勤務の職場には、育児中や心身の不

調などを抱えた場合、「ついていけない」のに加え、現場にもゆとりがないためカバーしき

れない現状があります。

女性医師の離職を防ぎ、復職を促すことは、単に女性医師の問題にとどまりません。女性医

師を支援することで、勤務医の増加や就労環境の改善につながり、社会資本としての医療

を安定的に提供するための手立ての1つとなると考えます。

本学は長い歴史と伝統を持つ、女性のための医科大学であり、数多くの女性医師を輩出し、早くからさまざまな女性医師の就労支

援システムを構築していることから、学外からも注目されています。女性医師の就労支援については、多様な短時間勤務制度を整

備しています。具体的には、妊娠・出産、子育ての時期にあたる医療錬士研修生を対象とした短時間勤務制度に加え、助教以上を

対象とした短時間勤務制度では介護など、子育て以外の理由にも配慮しています。また、宮原　敏先生の基金による、臨床上の特

殊技能などの取得のための短時間勤務制度も運用されています。

これらの制度を活用して、女性医師がその資質を十分に生かし、医療の担い手となって、長期にわたって活躍することが期待され

ます。女性医師が継続的に医師としての責務を果たすことができるよう、当センターでは多面的なサポートを行って参ります。皆様

のご支援をどうぞよろしくお願い申し上げます。

ごあいさつ
A n n u a l  r e p o r t　 2 0 1 3　 s p r i n g
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故・宮原敏氏（本学昭和7年卒業）の遺贈により設立された基金をもとに女性臨床系教員が学位取得・専門医取得・診療上の特殊技能

取得などキャリア形成を図るために設けられた短時間勤務制度です。准講師以上あるいは卒後10年以上の東京女子医科大学の将来

を担う優れた臨床実績を有するか、あるいは臨床能力・技能の優れた女性臨床系教員を対象に1年間の支援を行います。短時間での

勤務を継続しながら、自身が定めた目標のための時間が確保できるため、充実した環境の中でさらなるキャリアと向き合い・取り組ん

でいける支援となっています。

故・佐竹高子氏（本学昭和8年卒業）の遺贈により設立された基金から女性医学研究者研究奨励金として優れた女性医学研究者が研

究と育児を両立できるよう設けられた短時間勤務制度です。必ずしも育児に限らず、介護等の事情も考慮されます。期間は1年ですが、

女性医師・研究者支援基金による「女性医学研究者支援」とあわせ最大3年間の支援を受けることができます。出産・子育てといったラ

イフイベントをむかえながら、医師としてのキャリアを継続できる支援です。

当センターの活動にご理解・ご賛同をくださった方々からのご寄付によって成り立っている基金であり、佐竹高子女性医学研究者研究

奨励金と同様に優れた女性医学研究者が研究と育児を両立できるよう設けられた短時間勤務制度です。必ずしも育児に限らず、介護

等の事情も考慮されます。期間は1年ですが、再応募により最大で3年間の支援を受けることができます。出産・子育てといったライフ

イベントをむかえながら、医師としてのキャリアを継続できる支援です。

育児や介護等で通常の勤務が困難となった臨床系教員のための支援です。助教以上の臨床系教員で継続的な勤務が困難となった人

や、小学6年生までの子の育児を必要とする人を対象としています。1回の申請で1年の取扱いとし、原則3年まで支援を受けることが

できます。男性医師も支援を受けることが可能です。

医療練士研修生（大学院生を除く）の子育て支援です。小学6年生までの子の育児を必要とする人を対象としています。1回の申請で1年

の取扱いとし、原則3年まで支援を受けることができます。男性医師も支援を受けることが可能です。

平成25年5月現在

・・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・

社会への啓発事業

他大学との連携事業

保育支援事業

勤務体制検討事業

キャリア形成支援事業

センターの広報

学内外の女性医師・研究者同士の情報交換の場の構成

院内保育所の充実、ファミリーサポートの運営支援

勤務体制、勤務環境の検討と整備

女性医師・研究者の育成支援

女性医師の診療継続および女性研究者の
研究活動を支援する事業を行います。

宮原敏基金による「女性臨床医師支援」

女性医師・研究者支援基金による「女性医学研究者支援」

「女性臨床医師支援」、及び「女性医学研究者支援」の対象者募集は、毎年10月頃を予定しています。

詳細は、女性医師・研究者センターのホームページに掲載しております。
http://www.twmu.ac.jp/w-support/index.html

女性臨床系教員のためのテニュアトラック

佐竹高子女性医学研究者研究奨励金による「女性医学研究者支援」
優れた女性医学研究者への研究奨励

臨床系教員の短時間勤務制度

医療練士研修生の短時間勤務制度
センターの事業

短時間勤務制度 支 援 内 容 一 覧センター概 要

男女共同参画推進局

女性医師・研究者支援センター

運営委員会 審査委員

総合研究所・准教授

生理学(第一)・主任教授

生理学(第二)・主任教授

内分泌内科・教授

竹宮　孝子

川上　順子

三谷　昌平

肥塚　直美

檜垣　祐子

村崎かがり

小川　哲也

新井田達雄

女性生涯健康センター・教授

循環器内科学・講師

東医療センター内科・准教授

八千代医療センター消化器外科

・副院長・教授

衛生学公衆衛生学(一)・准講師

総合研究所・准教授

人事部給与厚生課・課長

野原　理子

竹宮　孝子

板坂総一郎

宮﨑　俊一

川上　順子

学長 

生理学（第一） 主任教授

局　長

副局長

斎藤加代子

檜垣　祐子

竹宮　孝子

竹宮　敏子

遺伝子医療センター・教授 

女性生涯健康センター・教授 

総合研究所・准教授

社団法人至誠会　会長

東京女子医科大学同窓会　会長

センター長

副センター長

顧　　　問

作業部会
保育支援関連

作業部会
女性研究者支援関連

作業部会
女性医師支援関連

多くの指導的立場となる優れた女性医師・研究者を育成し、価値ある業績を積み重ね、将来の日本の医療に貢

献することを目指して、平成21年4月に「女性医師・研究者支援センター」を設立いたしました。子育てなどのライフ

イベントと診療・教育・研究を両立し、キャリア形成を継続できる環境を整備します。
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活 動 報 告

（大学ニュース平成24年6月号より）

5月26日（土）総合外来センター5階大会議室において、女性医師・研究者支援センター主催、本学総合研究所、文部科学省周産期

医療環境整備事業共催により、女性医師支援シンポジウム「将来のこと、今の悩み、一緒に考えてみませんか？」を開催しました。午

後1時から5時過ぎまでの研究報告、特別講演、公開討論会には大澤真木子副学長、高桑雄一医学部長をはじめ総勢76名の方が、

その後の交流会には32名の方がご参加くださいました。ご出席いただいた皆様およびスタッフの皆様には、この場をお借りして

厚く御礼申し上げます。

まず、研究支援を受けた2名の女性医師、立石実氏（座長：山崎健二教授）と松下典子氏（座長：立元敬子教授）がそれぞれの研究

成果を発表し、次に、野原理子氏（座長：内山温准教授）が女子医大ファミリーサポートの取り組みを報告しました。続いての特別

講演「企業における女性の活躍」（座長：斎藤加代子）では、株式会社ベネッセコーポレーション執行役員の成島由美氏が、同社に

おける女性登用の取り組み、ご自身のキャリア形成、女性が活躍することの経営効果などを話されました。公開討論会「将来のこと、

今の悩み、一緒に考えてみませんか？」（座長:竹宮孝子）では、本学医師8名、他大学医師5名、文科省医学教育課の渡辺真俊氏、ベ

ネッセの成島氏、保育関係者2名を中心に、子供の教育問題等のライフイベントと医師の仕事の両立について活発な意見交換を

行いました。本シンポジウムを通して、現状の女性医師問題について共通認識を深めると共に、プロとして責任を持って医師の職

務を続け、ライフイベントには適時しなやかに対応することの重要性、今後は大学間、病院間の連携を深め協力し合う必要性を実

感しました。また、参加した学生の反応から、学生のキャリア教育としても大きな成果を上げたことがわかりました。今後も女性医

師・研究者支援センターの取り組みに対し、皆さまのご理解とご協力を宜しくお願い申し上げます。

イベント報告

事業報告

「将来のこと、今の悩み、
一緒に考えてみませんか？」を終えて

女性医師支援シンポジウム

（平成24年5月26日）
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(月)
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(水 )
(月)
(火 )
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(月)

(火 )
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(金 )
(火 )
(月)
(火 )

(火 )
(水 )
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1月1 1日

1月1 9日
2月2 0日
2月2 0日
2月2 2日

3月2 8日
5月2 1日
5月8日
5月1 2日
5月1 5日
5月2 6日

6月5日
7月3日
7月1 0日
8月1 0日
9月4日
9月1 1日
9月1 8日
9月2 4日
1 0月1日

1 0月9日
1 0月1 2日
1 1月2日
1 1月6日
1 1月1 9日
1 1月2 0日

1 2月4日
1 2月1 2日

1 2月2 7日

平成2 4年度　宮原敏基金・女性臨床医師支援応募締切
平成2 4年度　女性医学研究者支援応募締切
平成2 4年度　支援対象者審査
平成2 4年度　支援対象者追加審査
第1 1回　女性医師・研究者支援センター運営委員会開催
文部科学省「周産期医療環境整備事業（人材養成環境整備）」中間評価　
院内保育所　運営委員会
女性医師支援シンポジウム打ち合わせ
女性医師支援シンポジウム打ち合わせ
院内保育所ミーティング
至誠父母会　女性医師・研究者支援基金の紹介
女性医師・研究者 定例研究報告会
研究発表会・交流会/女性医師支援シンポジウム
「将来のこと、今の悩み、一緒に考えてみませんか？」開催
院内保育所ミーティング
院内保育所ミーティング
女性医師・研究者 定例研究報告会
広島県による視察
院内保育所ミーティング
女性医師・研究者 定例研究報告会
ファミリーサポート室運営委員会
第1 2回　女性医師・研究者支援センター運営委員会開催
平成2 5年度　宮原敏基金・女性臨床医師支援　対象者募集
平成2 5年度  女性医学研究者支援　対象者募集
支援対象者募集の学内各医療施設・女性医師に向けた広報展開
院内保育所ミーティング
新宿区子ども総合センター訪問（学童保育）
三重県による視察
女性医師・研究者 定例研究報告会
宮﨑大学による視察
女性研究者研究活動支援事業 合同シンポジウム
活動状況要旨集掲載・ポスター掲示
院内保育所ミーティング
厚生労働省医政局にて懇談
北海道大学病院による視察、院内保育所見学
第1 3回　女性医師・研究者支援センター運営委員会開催

1月1 1日

1月1 5日
1月2 2日
1月2 4日
2月5日
2月2 3日
3月1 2日
3月1 9日

(金 )

(火 )
(火 )
(木 )
(火 )
(土 )
(火 )
(火 )

平成2 5年度　宮原敏基金・女性臨床医師支援応募締切
平成2 5年度　女性医学研究者支援応募締切
女性医師・研究者 定例研究報告会
院内保育所ミーティング
平成2 5年度　支援対象者審査
院内保育所ミーティング
ファミリーサポート室　運営委員会
女性医師・研究者 定例研究報告会
平成2 5年度　支援対象者オリエンテーション
院内保育所ミーティング

竹宮孝子副センター長斎藤加代子センター長
女性医師・研究者支援センター
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著者名 タイトル 誌名

区分演者 タイトル研究会・学会名 年月日開催
場所

氏名 機関 名称 役職
著者名 タイトル 誌名

著者名 タイトル 誌名

氏名 機関 名称 役割

演者 研究会・学会名形式 年月日開催
場所タイトル

支援を受けた女性研究者センター運営委員

野原理子,近藤美緒 母性健康管理サイト　妊娠・出産をサポートする女性にやさ
しい職場づくりナビ

産業看護,2012,4(3),281-282

野原理子 地域住民が職員を支えるファミリーサポート　東京女子医
科大学（インタビュー）

COML,2012,261、4-5

野原理子,近藤美緒 女性労働者に必要な健康管理のあり方 産業保健21,2012,67,4-6

Nohara M Factors associated with somatic and psychological 
stress in Japanease working women

日本の眼科 2011;82(12):1635-1636

檜垣祐子 女性医師のキャリア支援 デルマ倶楽部　11(1)：9－10、2012

三善陽子、竹宮孝子、前川貴伸、和田友香、守本倫子、
成田雅美、大薗恵一、堀川玲子

小児保健分野で働く女性の職場環境・家庭環境と出産・育
児・復職支援体制

小児保健研究71(1):60-66, 2012

野原理子,佐藤文子,奥津康祐,中島範宏,吉川徹 42名医局長インタビューからみえた勤務環境改善視点 医学のあゆみ;242(8):367-630,2012

野原理子 アクティグラフを用いた保育士の睡眠状態の評および夜間
勤務と睡眠状態の関連の検討

日本ウーマンズヘルス学会誌,2012,11,67-71

斎藤加代子 女性医師・研究者に手厚い子育て支援を　実績をあげる女
性研究者が次々に誕生 大学ジャーナル, 17(6):10,2012.

野原理子、和氣タイ子、梅野愛子、斎藤加代子 病院内保育所の取組Vol.1　東京女子医科大学（前編）－歴
史と概要

医学のあゆみ,244(2):189-191,2013.

Chisen Takeuchi, Yoh Matsumoto, Kuniko 
Kohyama, Satoshi Uematsu, Shizuo Akira, 
Kanato Yamagata, Takako Takemiya

Microsomal prostaglandin E synthase-1 aggravates 
inflammation and demyelination in a mouse model 
of multiple sclerosis

Neurochemistry International 62(2013)
271-280

野原理子 働く女性の健康管理の現在　1.母性健康管理をめぐる動向 産業医学ジャーナル,36(2),2013

表
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論

表
発
会
学

他
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そ

新井尚希、近藤光子、難波麻衣、
落合克律、辻真世子、石井成伸、
山田武、斉藤加代子、玉置淳

日本医師会村岡真理、立石実、
會田久美子

女性医師のキャリア支援DVD「私の選択」（心臓血管外科、小児科）

東京女子医大消化器病センター
医局ニュース　松下典子 女性医師・研究者支援センター研究発表会 女性医師

支援シンポジウム開催　報告

2012年11月18日

座長

10月号 in press

栃木県心臓病の子どもを守る会立石　実 秋の医療講演会「子どもの心臓病・最近の話題」

日本消化器病学会松下典子 第323回日本消化器病学会関東支部例会

松下典子、橋本悦子、徳重克年、水野愛名、児玉和久、
小木曽智美、谷合麻紀子、鳥居信之、白鳥敬子

慢性肝疾患における血清OCT値
の臨床的意義

松下典子、谷合麻紀子、橋本悦子、児玉和久、
小木曽智美、鳥居信之、徳重克年、白鳥敬子

NAFLDにおける肥満度からみた
臨床病理学的検討

新井尚希、近藤光子、落合克律、難波麻衣、奥出梓、
武田奈生子、切士紗織、宮本由香里、辻隆夫、
中田潤子、多賀谷悦子、玉置淳

立石実, 板谷慶一, 宮崎翔平, 長嶋光樹, 平松健
司, 松村剛毅, 小沼武司, 豊田泰幸, 中山祐樹,
 山田有希子, 加久雄史, 早川美奈子, 梅津光生, 
齋藤加代子, 山崎健二

右室流出路再建後遠隔期狭窄にお
ける狭窄形態と血流動態からみた重
症度評価と治療戦略

異所性右鎖骨下動脈による気管狭
窄が疑われた難治性ぜんそくの一例

新井尚希、辻真世子、杉田知妹、相澤豊明、藤原朋子、
畠山修司、武山廉

当院における外来気管支喘息患者
の検討

松下典子、谷合麻紀子、橋本悦子、児玉和久、
吉岡容子、小木曽智美、鳥居信之、徳重克年、
白鳥敬子

原発性胆汁性肝硬変と生活習慣病
合併・肝発癌における性差に関する
検討
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業 績 一 覧

竹宮孝子、竹内 千仙

竹宮孝子、堀川玲子

斎藤加代子

斎藤加代子

NPO Ejnet

厚生労働省

一般社団法人至誠会

独立行政法人科学技術振興機構（JST）

企画・司会進行

執筆担当

第２回キャリアイノベーションセミナー

成育医療研究開発費事業「女性医療従事者の支援に関する研究」の分担研究の成果として、
第２回全国小児科医師現状調査報告書

三神美和賞受賞（平成24年6月10日）

Science Portal　第74回インタビュー「遺伝カウンセリング - 患者に最適な医療目指して」

女性医師・研究者支援センター女性医師支
援シンポジウム　将来のこと、今の悩み、一緒
に考えてみませんか

女子医大で始まった保育支援と研究支援
ファミリーサポートの取組報告

第85回日本産業衛生学会
42名医局長インタビューによる勤務医の労
働時間と業務内容改善視点

第111回日本皮膚科学会　「皮膚科の女性医
師を考える会」企画討論会

未来につなげよう女性医師とスキルアップ
「女性のデリケートゾーンの診察は？」

第11回日本ウーマンズヘルス学会 保育士の夜勤は睡眠状態に変化を及ぼすか？　
-アクティグラフによる客観的評価-

野原理子・斎藤加代・楠田聡・内山温
時岡一啓・川村正行・梅野愛子・畑英恵

周産期医療に関わる専門的スタッフの養成
合同公開フォーラム

男女共同参画型NICU人材養成プログラム
ファミリーサポートの取り組み

野原理子
斎藤加代子

第5回周産期医療を知る講演会　周産期医
療と女性医師支援～女性医師の活躍の場を
広げる～

内山温・楠田聡・斎藤加代子・野原理子
時岡一啓・川村正行・梅野愛子・畑英恵

周産期医療に関わる専門的スタッフの養成
合同公開フォーラム

男女共同参画型NICU人材養成プログラム
-地域とささえあう周産期医療-

野原理子・斎藤加代子・松岡雅人 第24回日本産業衛生学会　産業神経・行動
学研究会（日本衛生学会　脳・神経学研究会
, 日本神経行動毒性研究会　共同開催）

保育士の夜勤は睡眠状態に変化を及ぼすか？
-アクティグラフによる客観的評価-

野原理子・吉川徹・石丸知宏・小林絵梨
磨田百合子・竹内由利子・岡久ジュン
望月麻衣・吉川悦子・松岡雅人

第86回日本産業衛生学会 タイムスタディによる大学病院勤務医の
勤務実態の検討

野原理子

檜垣祐子

野原理子

野原理子

ポスター

シンポジスト

口演

ポスター

口演

ポスター

口演

ポスター

口演

松山

東京

東京

東京

東京

東京

京都

名古屋

東京

2013.5.16

2013.3.12

2012.12.8

2012.9.23

2012.9.23

2012.7.14

2012.6.3

2012.5.31

2012.5.26

シンポジウム

形式

女性医師研究者の多様な勤務体制

女性医師の支援を－東京女子医大の取組み－

女性医師のキャリア継続支援に取り組む

子育て支援とワークシェアで女性研究者をサポート

最新医療経営 フェイズ・スリー；301：19，2009

元気がいいねNo.50

Medical Tribune41(19)：52-53，2008

Medical Tribune

立石　実

松下典子、谷合麻紀子、橋本悦子

立石　実

松下典子、橋本悦子

」用活のドウラク「 ＞回６第＜ 用利のdaPiるすに楽を活生の医科外部胸

女性の肝癌は増加しているか（依頼原稿）

異所性右鎖骨下動脈による気管狭窄との関連性が疑われた
難治性喘息の一例

胸部外科医の生活を楽にするiPadの利用 ＜第5回＞
 Evernote（エバーノート）の活用

NAFLDにおける肥満度からみた臨床病理学的特徴

胸部外科 66(1) 2013-1, 85-89

肝胆膵　2012;65(6):992-1002

日本胸部臨床　in press 

胸部外科 65(13) 2012-12, 1155-1159

消化器内科 2012;54:6

口演

口演

口演

口演

口演

優秀演題
候補口演

第43回日本心臓血管外科学会学術総会

第62回日本肝アレルギー学会
秋季学術講演会

第20回日本消化器関連学会週間

第48回日本肝臓学会総会講演要旨

第52回日本呼吸器学会学術講演会

第5回日本性差医学・医療学会

東京

大阪

神戸

金沢

神戸

東京

2013.2.25

2012.12.1

2012.10.10

2012.6.7

2012.4.22

2012.2.4
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